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要  旨 
今日、子育て支援に対する社会的期待が高まるなか、それを担う保育者の養成のあり方が問われている。保育

者を目指す学生に子育て支援の特性をふまえた教育実践に取り組み、そのふり返りを通して新たな課題が明らか
になっている。その主な課題としては、保育の実践経験の少ない学生に対する教育方法のあり方や各教科目間の
関連性、連携などが指摘できる。なかでも、子育て不安や悩みを抱える保護者への相談支援の指導方法もそのひ
とつである。そのためには系統性ある教科目の配置や理論と演習による実践的教育などの教育課程の新たな編成
が必要といえる。 
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１．はじめに 
2015（平成 27）年 4月 1日より、子ども・子育て支

援関連 3法が実施され、新たな法制下による総合的な
子育て支援がスタートした。この子育て支援に関して
は、周知のように 1994（平成 6）年 12月の「今後の子
育て支援のための施策の基本的方向について（エンゼ
ルプラン）」を起点として、約 20年の経緯が経過して
いる。その間、子育て支援の推進に向けた諸施策が随
時示されてきたが、ここに至って、子ども・子育て支
援法の制定（2012 年・平成 24 年）など子育て支援体
制の法的整備が行われたことになる 1）。 

今日では、保育所をはじめ幼稚園、幼保連携型認定こ
ども園、児童館、地域子育て支援センターなど、児童福
祉施設や幼児教育機関を中心に子育て支援の実施施
設・機関によるさまざまな取り組みが実施されている。 

しかし、そうした社会資源の活用領域の広がりに反
し、人的パワ－、すなわち子育て支援を担う担当者に
目を向けると、幼稚園や保育所における保育・教育経
験者で占められているのが現状である。そのためそこ
でみられる支援の内容や方法では、本来の子育て支援
の機能というより、幼稚園教育や保育所保育の延長線
上に近いケ－スが少なくない。 

子育て支援を明確に規定する必要性の意義について

は賛否が分かれるだろうが、少なくとも「子育て支援
を必要とする」者やその主体である子どもへの視点を
見落とすことはできない。それは、子どもの豊かな成
長と発達を願いつつ、子育てへの支えを必要とする者
への専門性に裏打ちされた社会的支援でなければなら
ない。言い換えると、何らかの理由により支援を必要
とする子どもと保護者を受け入れ、子どもに対するそ
の成長・発達を理解し、それを豊かなものへ積極的に
支援をすると同時に、その保護者の思いを受け止め、
ともにその解決に向けた歩みを促進することを求めら
れる。また、子育て支援の持つ特性とその役割を十分
認識し、例えば近年幼児教育や保育の現場にみられる
相談の機能をさらに充実させ、ソ－シャルワ－クや臨
床心理学的知見を採り入れることにより専門性のある
支援や他の関連機関と有機的で継続性のある連携活動
が不可欠と思われる 2）。 

さらに、そのためには研修や講習による現任者の再
教育が必要である一方、保育者養成を目的とする養成
校においても各教科目との連続性を図りつつ、子育て
支援を実質的に担える専門性ある保育者の養成が急務
になっている。 

ここでは、こうした子育て支援を担う保育者養成に
取り組んできたこれまでの教育実践をふり返り、その
再検討を行うことを目的としている。 

                                                          
＊幼児教育講座 
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２．子育て支援の特性とその保育 
すでに述べたように、子育て支援は幼稚園や保育所

における保育や役割という点で、その方法や内容面に
違いが認められる。 

まず第一点目としては、子育て支援ではそれを必要
とする子どもや保護者が必要に応じて支援が受けられ
るということである。従って、原則としては幼稚園や
保育所のような年齢別クラスや意図的に形成されるク
ラス編成という集団保育という保育形式ではなく、
個々に支援を必要とする子どもやその保護者がその主
な対象となる。そのため、支援を担う保育者は、多く
の場合、その不特定多数の子どもや保護者に対する
個々への対応・支援を基本とする支援活動がその中心
となることが少なくない。 

また、子どもが遊びなど、子育て支援を利用する場
合、保護者が同伴し、ともにその時間を過ごしたり、
子どもは他の子どもと、また保護者はその間、同じ子
育てをしている保護者や子育て支援のスタッフと話を
するなど、同じ空間を共有する点が日々登降園に送迎
をし、保育時間帯を別々の空間で時間を過ごす幼稚園
や保育所とは異なっている。 

次に、子育て支援を利用する場合、幼稚園や保育所
のように特定の施設という決まりはなく、利用する
側、すなわち、子どもとその保護者の意向により、不
特定の施設の利用が可能という点がある。言い換える
と、子育て支援が必要となった際に、施設までの距離
や施設の様態、担当スタッフ、設備など、利用者の希
望や意向に沿った選択ができるということである。現
状では、保育所や幼稚園、地域子育て支援センター、
児童館など多様な施設における子育て支援事業が自由
に利用できる。 

また、子育て支援の運営では、幼稚園や保育所のよ
うに、その方法や内容に関して、前者が「幼稚園教育
要領」で、また後者では「保育所保育指針」という準
拠すべき基準はなく、自治体や運営主体がその目的に
沿って行っているため、保護者のニーズや地域性など
を考慮して、実際の実施・運営が行われていることが
多い。 

さらに、子育て支援を担う担当者、スタッフの資格
あるいは免許状について現在は、特定の資格・免許状
の指定はないが、多くの場合保育士資格や幼稚園教諭
免許状などの有資格者が中心になっている。もちろん、
これ以外では小学校教諭の免許状など教員免許状をは
じめ、看護師や保健師、臨床心理士など、子どもの健
康や身体の成長・発達に関する専門的知識を有する者
が保育者とその任にあたっている場合が少なからずみ
られる。このように、子育て支援では、子どもの保育

だけでなく、保護者への支援も重要な役割を担ってい
ることから、その支援の領域が広汎に渡るため、幼児
教育や保育に必要な免許状や資格だけでなく、近接す
る領域の資格、免許状を有する人的パワーも不可欠で
あり、その職員間の連携・協力体制が強く求められる
ことになる。 

 

３．子育て支援を担う保育者養成－教育実践
を通じて 
今日、幼稚園、保育所の教育・保育にかかわる保育

者を養成する施設は、大学をはじめ、専門学校に至るま
で数多く存在し、多数の保育者を輩出してきている。
その多くの養成施設における教育課程は、幼稚園教諭
免許状や保育士資格取得に必要とされる教科目を中心
に構成されている。その間、行われた「幼稚園教育要
領」や「保育所保育指針」の改訂に沿って、教科目の
変更や差し替えなどの見直しが行われたが、大筋では
大きな変更はみられなかった。 

その卑近な例のひとつとして、子育て支援に関係す
る相談については、2011（平成 23）年にこれまでの「社
会福祉援助技術」が「相談支援」に、また保護者に対
する保育相談による支援を学ぶ「保育相談支援」が新
たな教科目として導入されている。 

他方、深刻な少子化の進行を受けてその対策として
打ち出された「今後の子育て支援のための施策の基本
的方向について（エンゼルプラン）」、通称エンゼルプ
ラン以降、子育て支援への取り組みは国や自治体の後
押しを受けて、保育所や幼稚園の教育、保育の現場を
はじめ、保健所や病院などの保健医療機関や児童館と
いった児童福祉施設の現場を中心に多岐にわたって実
施されることになり、今日に至っていることは、周知
の事実である。 

それにもかかわらず、保育者養成の場では教科目の
一部変更がみられるが、社会的期待の高まる子育て支
援を支えていく保育者の養成についての系統的なカリ
キュラムの導入や実践教育が行われたケースは少ない。
特に筆者がこの取り組みをはじめた 2004（平成 16）年
時にはこうした傾向が顕著であった。 

このような状況の下で、子育て支援を理解し、将来
それを担当できる保育者の養成を目的に、新たな教育
実践に取り組むことになった。 

１）地域性 
子育て支援の授業を実践した大学 3）は、札幌市の北

部に接する北海道石狩市にあって、周囲は田畑や森
林、また一部住宅地に隣接するなど、都市部の大学と
は環境面で異なる立地にあった。また、この地も少子
高齢化が進み、平素、子どもたちの姿を見かけること
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は少なかったが、付近の保育所や幼稚園では、子ども
の数の減少化の中、パートを含め保護者の就労率が高
いため、保育所や学童保育は定員に近い子どもたちが
通っていた。しかし、隣近所との付き合いや支え合い
は、都市部に見られるように希薄で、同じ子育てをし
ている保護者同士のつながりの機会が少ないという。 

２）取り組みのきっかけ 
この大学では、子育て支援の授業を導入する前から、

学生の保育指導のための実習室を使って、地域の子ど
もや保護者を対象に場を開放し、保育学科の教員の自
主的運営で行われていた。しかし、子育て支援への社
会的要請や期待の高まりを受けて、この自主的に取り
組まれてきた実践をさらに発展させ、子育て支援教育
として新たにカリキュラムに採り入れる（単位化）こ
とになった。 

３）子育て支援の授業の導入と特性 
地域の子どもや保護者に開放してきたこれまでの保

育実践を、保育者養成を目的にした教育課程として導
入するにあたって、授業の目的に始まり、形態、授業
数、対照学年、単位数等が決められた。 

さらに、この「子育て支援」の授業は、今後普及が
予想される子育て支援の現場で、その役割を果たし得
る保育者の養成を目的とされた。 

また、そのためには実践的能力が求められることか
ら、理論と演習の授業を組み合わせて、学生の理解と
実践力の育成を図るようにしている。 

そのうち、子育て支援の演習ではこれまでのような
保育実践を週 1回（土曜日の午前中）に行い、地域の
子育て支援を必要とする子どもや保護者に利用しても
らい、それを学生が直接かかわるという授業形態で進
めていくことになった。 

また、理論の授業では子育て支援に関する基本的な
知識やこれまでの経緯、社会的背景など、知識や情報
を中心に講義形式で行う一方、学生一人ひとりの理解
を深めるために、週 1回の演習としての子育て支援の
実践を組み合わせた授業形式を導入している。特に、
その実践で直面するさまざまな課題を各自が報告し、
共有し合い、その後、学生相互による話合いによって
解決を図る方法を積極的に採り入れていた。 

受講した学生のひとりは、そのことについて以下の
ように述べている。 

「演習の授業では、ただ子どもと一緒に遊ぶことし
かできない。どうしたらよいのか」 

と、自分の実践を振り返っている。それに対して他の
学生からは、次のような意見が出された。 

「私もいまは、そういう状態だけど、子どもと遊ぶ
ことで子どもを知り、次の支援につなげられなけれ
ば、と考えている」と、話している。 

また別の学生からは「この場を親子に提供して、必
要な時に、どのような支援ができるのか、考えること
が大切だと思う」など、実践を通じて課題を提供した
学生はじめ、同じ子育て支援の実践を経験している他
の学生からそれぞれ意見が出され、学生相互による学
び合いが展開されている。 

このように、理論の授業では学生が実践をすること
で直面する問題を自己の課題にし、学生同士の共有の
テーマとし、その解決の方法を探り、それを教師が支
えるという指導方法が行われた。学生はこの話し合い
の後、「気が楽になり、自分の課題が何なのかわかっ
て、その解決を図ろうと、子どもが十分遊べる環境の
設定や親同士が楽しく話し合える場づくりに意欲的に
取り組めるようになった」と述べている。 

理論と演習という二つの授業を組み合わせて、学生
自らが課題の解決に向けて努力する姿がこのケースか
らうかがい知ることができよう。 

また、この理論の授業に加え、地域の子育て支援を
行う実践の授業は、週に 1回、土曜日に行われ、平均
で 20～25 組くらいの親子の参加者になっている。そ
のため、この授業を受講できる学生の数も 20名程度と
している。 

これは、子ども、特に子育て支援に来る子どもの多
くが乳児や幼児など年少者がほとんどで、そうした場
合、学生が多すぎると、小さい子どもが緊張したり、
思うような遊びができず、子育て支援の機能を果たす
ことができない。子どもにとって自由に、思うままに
遊びの活動が広げていけるためにも、ほぼ子どもの数
に合う保育者（ここでは学生）が適切と考えられる。
それは、乳幼児期の子どもが、子育て支援という新し
い、見慣れない環境で、不安や緊張感を抱くことが予
想されるため、特定な保育者（学生）が必要に応じて
子どもに寄り添うことで、子どもの気持ちが和らぎ、
安定した状態で思うような遊びができる。これは、心
理療法のひとつである play therapy（＝ 遊戯療法）の
理論の援用ともいえる。 

周知のように、この play therapy は、Axline
4）（1911- 

1988）の提唱によるが、その基本となる原則が子育て
支援を不定期に、不特定多数の子どもたちによって利
用される状況において、子どもがその環境や保育者に
慣れるための方法として有効と考えられるからである。 
また、この方法は子どもとのかかわりの少ない今日

の学生にとっても心理的・身体的負担が少なく、子ど
もをよく観察できるといったメリットがある。これま
であまり子どもとの接触のなかった学生が急に数多く
の乳幼児にかかわると、さまざまな点でその負担は大
きい。そういった観点からも、特定の子どもの保育に
1 対 1 で取り組むことは、特に保育を学び始めた学生
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や子どもとのかかわり経験の少ない学生にとって精神
的な負荷が少ないという判断に基づいた方法といえる。 

さらに、子育て支援を利用する保護者にとっても、
当初特定の学生とのやりとりは、気持ちの上で安心感
になり、不慣れな環境のなかでも利用しやすい状況を
つくりだすことにつながっていくと、考えられる。 

このような対応や方法は、保育所や幼稚園の集団保
育と大きく異なる点であり、子育て支援の特性ともい
える。学生への指導にあたっては、こうした相違点を
理論と演習という実践を通して理解を深める必要があ
る。 

４）学習困難な学生への支援 
これまで述べたように、子育て支援の演習では実践

がその中心になるが、例えば「子どもへの対応がうま
くいかない」「どのように接したらよいかわからない」
といった訴えをする学生が少なからず見られる。こう
した学生に対しては、個人的に話を聞く時間を設けて、
その訴えに耳を傾けると同時に、その学生ができる範
囲でその課題の解決を図っていける支援を行うように
努めた。 

そのひとりである Aという学生は、子どもへの声か
けやかかわりに不自然さを感じ、ぎこちない自分をど
うすることもできず、悩んでいたという。 

話の中では、これまで小さな子どもとの接触経験は
なく、イメージとしての子ども像を強く抱いている様
子が感じられた。そこで、A にまた同じような実践を
行わせるより、他の学生、とりわけ子どもとのかかわ
りやことばかけが自然で、子どもの世界に入ることが
上手なBという学生の保育実践を観察することを提案
すると、A は承諾し、保育室に隣接する観察室の窓
（マジックミラー）越しから保育室の Bと子どもの様
子を観察し始めた。その間、Aには Bの子どもへのこ
とばかけの様子や子どもの表情などに注意して観察す
るように話をしていた。 

その結果、B の子どもとのかかわりを通して、改め
て自己の実践を振り返り、「子どもと会話をして関係
を築いていかなければというような焦りを持っていた」
が、改めて Bのように自然な思いで接することの大切
さに気付いた Aは、構えることなく、自然体でありの
ままの子どもを受け入れることで、これまでかかわっ
てきた子どもとの保育に自信が持てるようになった、
という。その思いを Aは Bを観察したのちに 

「子どもに寄り添い、私自身が一緒になって遊びを
楽しむことで、子どもも私と遊んで楽しいと感じてく
れるようになり、その中で自然と子どもと会話をした
り、楽しんで遊べるようになった。」 

と、述べている。 

また、子育て支援が幼稚園や保育園の保育と異なる

点として、その場に親がいるということがあげられ
る。その保護者との関係に不安を抱えていた Cは、そ
のときの心境を、面接時に次のように語っている。 

「子育て支援では、親にどう話しかけたらよいの
か、戸惑うばかりです。その意識が強いため、遠くか
らその親を見ているだけでした。これではいけないと
思えば思うほど、うまくいきませんでした。」 

しかし、このことを理論の授業で他の学生と共有し、
解決を図ろうとした。そのとき、同じような思いを経
験した学生から、いくつかアドバイスを受けた C は、
その課題に前向きに取り組むようになり、その結果に
ついて次のように述べている。 

「挨拶や声かけから親子との関係をつくるようにし、
私のほうが心を開いて話ができるようになると、親の
方も少しずつ心を開いてきてくれる気がした。今は親
子とともに過ごす時間がとても楽しく感じる。自分自
身が楽しんで同じときを過ごしていくことも子育て支
援にはとても重要なことであると学んだ。」 

このように、実践という体験的学びには、ただ単に
知識や技術を学ぶ以上の課題を突き付けられ、その課
題を通して自己の力をさらに向上させていかなければ
ならない、大きな学びへの姿勢が求められる。それを
支え、共有できるのは、その課題に気づき、解決に向
けた積極的な歩みを選択した学生自身であると同時に、
同じ目的を持って、同じ空間に共存する他の学生であ
る。教師はそれを適宜、サポートするに過ぎない。教
師が全面に出て指導するというより、学びの主体であ
る学生が、自らの実践を通して直面する課題に取り組
むことこそが実践を学ぶ意義であり、そうあるべきで
はないだろうか。 

また、保育者養成という視点では、他の保育や教育
との関連科目との連携が子育て支援では、当然重要に
なる。例えば、保育内容の「言葉」で学習した、絵本
の読み聞かせをこの実践で取り組む学生をはじめ、「表
現」の授業で学んだリズムダンスを子どもと一緒に楽
しむ学生等、既習の保育内容を実践で活かそうとする
場面が多くみられた。なかでも、子育て支援の中心で
あった子どもの遊びでは、親子の関係づくりをテーマ
に、子どもと保護者が一緒に遊べる遊びを積極的に導
入していった。保護者の一人は、「子どもと体をつけて
遊ぶ遊びを教えてもらい、自宅でもよくするように
なって、子どもの笑顔がたくさんみられるようなりま
した」 

と、その喜びを学生に伝えてくる親もみられた。 

しかし、子育て支援で重要な役割が期待される子育
て相談などの相談支援の方法をどのように指導すべき
か、この授業で直面した問題であった。結果としては、
将来相談に対応するための基礎となる相談方法の基本
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原則をはじめ、保護者が抱える相談の内容やその背景、
具体的な相談事例などのケース研究の指導が中心で
あった。今後、保護者の相談内容は家族問題や社会的
援助に至るなど、広汎で複雑化の傾向が予想されるこ
とから、より実践的な教育方法の導入を考えていくべ
きであろう。 

５）授業の質の向上とその方法 
この子育て支援の授業では、その構造を組み立てて

いくという試行的取り組みの側面が拭いきれない。し
かし、今後予想される子育て支援の多様化や拡充化か
ら、それを担う保育者の質の向上は喫緊の課題である。
そのためにも、保育者養成の場における果たすべき子
育て支援教育のあり方は、カリキュラムの一部改訂程
度ではなく、全体的な見直しやさらなる内容の充実は
避けて通れない。 

しかし、ここで述べている子育て支援教育の取り組
みでは人的、物的条件に限りがあるため、全面的な教
育課程の構築は難しく、取り組める可能な範囲のなか
で展開せざるを得なかったが、例えば、以下のような
取り組みもそうした事例といえる。 

その一つが、外部の第三者による見学、話し合いの
受け入れと、近隣の関係施設への訪問と担当者との意
見交換の導入である。 

この授業が展開する過程で、実践への問い合わせや
見学を希望される関係者があり、それを積極的に受け
入れることでさらによりよい授業にしようと考えた。 

その場合、ただ見学で終わるのではなく、可能な限
り授業のはじめから終りまで参加してもらい、終了後
学生と見学者を交えた話し合いを行い、率直な意見や
感想を求め、気づきや改善に向けた課題を学生ととも
に確認するように努めた。そうした見学者のうち、助
産学を大学院で専攻し、子育て支援に関心のあるひと
りは、見学後に次のような感想を寄せている。 

「子育て支援は周産期を含めて長い経過の中で行わ
れるものであり、助産師と保育士が連携していくこと
が非常に重要である」という立場から、この実践では
「学生は子どもたちの発達段階や主体性、子どもの心
を尊重し、子どもたちがしたい遊びを自分でえらべる
ように行動されている」一方、親は「子どもと一緒に
遊んだり、子どもを見守ったり、親同士で集まって話を
したりというように、様々な過ごし方をされていた。
（中略）母親たちはここに参加することで多くの母親
たちと話ができ、ストレスを発散させることができて
いるのではないか」と、その感想を述べている。 

さらに、この子育て支援の実践は「参加している親
たちがそれぞれのニーズを超え、育児仲間をつくった
り、多くの子どもを見て、子どもとの遊び方について
考えたりすることができる」点が「重要なポイント」

と指摘している。 

最後に、この見学者は子育て支援を通して助産師は
「保育士との連携が必要」であると、主張している。 

言い換えると、外部の第三者による意見や評価は、
この授業が目指す教育目的の達成度を知る上で、示唆
に富む内容を含んでいる場合が少なくない。支援の質
の向上には欠くことができない方法のひとつといえよ
う。 

また、他の子育て支援施設の訪問や関係者との意見
交換は、自らの実践を見直す貴重な機会になっている。 
特に、子育て支援に取り組んでいる施設を訪問し、

関係者や利用されている保護者の方からその考えや思
いを聴取することは、その後の実践に活かされる点が
多い。 

例えば、石狩市に隣接する札幌市には、子育て支援
を総合的に行える複合施設 5）が一か所市内にあって、
子育て支援を必要とする親子に支援を提供している。
ここを訪問した学生は、そのことを次のように述べて
いる。 

「この子育て支援センタ－は、札幌近郊の親子が来
て遊んだり、親同士が子育ての話をしたりしていまし
た。見ていると、職員（保育者）の方の多くは、子ど
もや保護者の方に挨拶をすると、親子の様子をそばか
ら見守るようにして、何かあると、丁寧に対応してい
ました。お母さんが他のお母さんたちと話をしている
ときは、子どもに声をかけて一緒に遊んでいました。
いつも見守っている様子が、私が大学で行っている子
育て支援と似ていたので、うれしく思いました。」 

この学生は、見学時に職員の方から「親子の時間を
大切にしながら、かかわりの必要な場合にかかわるよ
うにすることが子育て支援には大切なこと」と教えら
れたそうで、大学で行っている子育て支援に自信が持
てるようになったと、その後述べている。 

また、市内の保育園で開催されている子育て支援事
業を見学した学生は、園長先生から子育て支援が「親
に一時の育児からの休息の場になるのも一つの支援に
なる」と聞かされ、授業での子育て支援をふり返り、
その正当性を改めて確認することができたという。 

このように、他の子育て支援施設への見学や担当者
による話は、自己の子育て支援の実践をふり返るだけ
でなく、子育て支援の動向や情報を直に見聞きできる
よい機会になる等、その学習効果は少なくない。 

子育て支援の施設を見学した別の学生は、これまで
「子育て支援に自信が持てなかったが、保育園の子育
て支援を見学することで、自分の抱える問題が解消さ
れてきているように感じた」と、見学後の自己の意識
の変容について語っている。 
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４．実践的子育て支援教育とこれからの課題 
以上のように、保育者養成の視点から子育て支援教

育の実践的取り組みに言及してきたが、それをまとめ
ると以下のことが指摘できる。 

先に述べたように子育て支援を担うためには、保育
や幼児教育の基本的な知識や技術をベースに、特性や
その役割、利用者のニーズ等を十分理解し、子育て支
援に必要とされる内容や方法を学ぶ必要がある。この
実践では、子どもへの対応と同時に、親への支援が求
められるため、その視点から授業を構成するように努
めた。 

まず、この子育て支援を利用する親子のうち、程度
の差こそあれ、緊張感や不安感を抱く傾向がみられ
る。そのため、そうした親子への配慮として、子ども
や親に特定の保育者（ここでは学生）が対応する方法
（1 対 1）を原則とした。これは、親子と保育者（学
生）の心理的距離を縮める上で有効と考えられるから
である。これまでこうした経験が少なかった学生に
とって、受け止め方は多様だが、それを課題に子育て
支援に臨み、貴重な学びに結びつけることができた学
生の事例は、すでに本稿で述べている。 

次に、子育て支援の保育の質を向上させるために、
保育者の学ぶ姿勢が問われることから、この授業では
自己の課題を共有し、課題解決の方法を探る方法を
行った事例を学生のコメントの引用で明らかになって
いる。 

また、そのために外部による第三者評価を導入し、
積極的な見学の受け入れや関係者との意見交換の場を
設ける等、オープン型の授業を試みた。 

この他、外部の関連施設への訪問を通して、自己の
子育て支援の振り返りを行うなど、保育の質を高める
ための体験的学びを果敢に展開している。 

最後に、子育て支援において保護者への対応は、今
日益々その重要性を増している。この子育て支援の授
業では、保護者のニーズに耳を傾け、学生のできる範
囲での支援を心がけるように指導を続けた。その結
果、子育て支援に参加する親子それぞれの思いを受け
止め、例えば遊びを求める子どもには、十分な遊びが
できるような環境設定や遊びをサポートする、また子
育て中の友だちを必要とする親には、その場を提供し
たり、情報を伝える等の支援を行うように指導をして
いる。 

そのうち、ある保護者は「近くにお友だちがいない
ため、いつも日中は子どもと二人でいることが多く、
イライラする毎日でしたが、ここにきて学生さんが子
どもと遊んでいてくれる間、同じ子育てをしている方
と子どもの話ができて、気持ちがすごく楽になりまし

た。また、その学生の方から手遊びや絵本の話を聞い
て、家でやってみようと思うようになりました」と、
その気持ちを述べている。 

このように、子育て支援をこれから担う学生に対す
る教育について、その一部を述べてきたが、同時にこ
うした取り組みをふり返ってみると、なお、課題が少
なくないことに気づく。そのいくつかを指摘すること
とする。 

まず、子育て支援は今後、多様化が進み、多くの施
設でさまざまな目的で展開されることが予想される。
そうした状況を受け、保育者養成機関ではどのような
教育を行うべきなのか、子育て支援を理解し、実践で
きるための教科目間の関連性や連続性を考慮した教育
課程の構築が求められている。 

また、子育て支援のうち、保護者支援で求められる
相談支援に関して現在、「相談支援」や「相談支援演
習」という教科目の配置だけで、十分と言えるのかど
うか、また保護者の抱える相談内容は今日多様化し、
複雑化しているが現状に対応できる保育者をどのよう
に養成すべきか、保育者養成教育全体の課題として、
議論すべき問題と思われる。 

社会・経済の変動や子育て環境の変容が予測できな
い今日、少子化対策の視点による子育て支援が声高に
叫ばれているが、「子どもの最善の利益」の立場に立っ
て支援を必要とするすべての子どもとその保護者に適
切な支援が保障されることこそが、本来の子育て支援
であり、それを担う保育者の養成はまさに急務となっ
ている。 
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